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Ⅰ　 緒 言

著 者等 の一人 難波 は頭 部 通電 に よつ て起 さ

れた痙 攣時 の脳髄 蛋 白に 就 い て,ボ ー ラ ロ グ

ラ フ的検 索を行 つた と ころ, Brdickaの コバ

ル ト蛋 白波第1反 応 では 何 等 異常 を 認め なか

つたが,第2反 応 で あ る脳 乳 剤 ズル ホ サル チ

ル酸除 蛋 白濾 液 に於 い て 甚だ鋭 敏 に増 量す る

物質を 認めた1).

脳髄 及びそ の他 の臓 器 めズ ル ホサ ル チル酸

濾液物 質に就 い ては,中 野2)の 記 載が あ り,

その本態 は血 清 の場合 と同様 に ム コプ ロテ イ

ン(以 下M. P.と 略す)と 考 え られ て い る3)4).

ところで,血 清 の本 物 質 に就 い て は 可成 り研

究が進め られ,そ の組成 もWinzler5)一 派に

よつ て詳細 に研 究 され,更 に臨 牀 的に も癌 や

所謂collagene disease時 の増 量, stressと の

関連 等 が 明 に な り,こ れ らの状 態 と関係 し

て本物質が 組織 間 質 の重 要 な成分 で あ るのみ

な らず,生 理 的 に も大 きな意味 を もつ もので

ある6)7)こ とが 次第 に 注 目を あ び る よ うに な

つた .も し, Meyer, Winzlerの い う如 く血

清ズル ホサル チル酸(又 は過塩素酸)濾 液物

質がM. P.で あるな らば,私 共が観察 した脳

髄中の物質 もこの範疇 に属す る もの で あろ

う.

さて,脳 髄M. P.の 脳髄 中 の局 在,化 学 性

状 及び生 理 的 作 用 等 に 就 い て朝 日8),沖 中9)

等 の研究 が あ るが 多 くの ことは 未 だ何 もわ か

つ てい ない.そ こで 私 共は脳 髄M. P.の 生 理

作 用 に着 目 し,そ の代謝 の様 子 を知 る こ とは

興 味 あ る問 題 と考 え, P32を 指標 とし,健 康

時,電 撃痙 攣 時 及 び イン シュ リン衝 撃 時 の

M .P. turnoverを 測 定 す る と共 に ,他 方M. P.

量 の消 長 を観 察 し彼此 検 討 してみた.

Ⅱ 実 験 方 法

M. P.量 の測定: tyrosin量 を測 定 し,こ れ

を もつ てM. P.量 とした10).

turnouerの 測 定: M. P.に 対 してはC14 , S35

の使 用が適 当 と思 うが, M. P.中 に は燐 も僅

少 乍 ら含 有 して い る11)の で 差 当 り入 手 出 来た

P32を 使 つ た.

実験 動物:　体重100g前 後 の健 康 ダ イ コク
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ネズ ミ群 を対 照 に と り,電 撃 群 及び イン シュ

リン群 の3組 を用意 した.

前処置:　 電撃 群 には頭 部 通電(20V)に よ

つ て連 続5回 痙 攣 を起 させ,直 にP32O4の 形

で そ の生理 的 食塩 水 稀 釈液 を20μCの 割 に背

部 皮下 に注 射 し,ま た イン シュ リン衝 撃 群 は

毎 日一 回,連 続6日 間 イン シュ リンサ ブジ ョ

ックを起 させ た ものにP32O4を 同量値注射 し,

そ の後 は イン シュ リン注射 は 中止 した .

対照 群 に はP32O4の み注 射 した.

さて,上 記3群 中 よ り, P32注 射 後2日 目

か らほぼ24時 間 間隔 で,毎 日1～2匹 宛12日 間

に 亙 り断 頭 して直 に大 脳 を摘 出 し,実 験 に供

した.

試 料 の調 製:　 Winzler12)の 記 載に 少 し く改

変 を加 えた.即 ち,あ らか じ め 氷 冷 し た 蒸

溜 水4ccに 大 脳1gを 投 入, 10分 間 乳 化 し,

 0.75M過 塩 素 酸20cc添 加 後 軽 く攪 伴 し,

 5℃ に10分 放 置,生 じた沈澱 を東洋 濾紙No .

 5Cで 濾 別,得 られ た濾 液20ccに5%燐 タ ン

グ ステ ン酸2N HCl溶 液4ccを 添 加後,室 温

に20分 放 置 し,沈 澱 は 吸 引濾過,更 に2回 同

上 液 で沈 澱 を洗 滌 して,注 意 深 く濾紙 を 吸 引

濾 過 器か ら取 りは ず して硫酸 乾 燥器 中24時 間

乾 燥 後GM管 で放 射能 を計数 し,こ れ を減 衰

曲線 か ら補 正 した.

M. P.量 の測定:　計 数後 の濾 紙 に1/5飽 和 炭

酸 ソーダ液6.5ccを 添 加,沈 澱 を再 溶解 して

これ にFolinのphenol試 薬1ccを 加 え, 1

時 間後 波 長700mμ で 島津 製 ベ ックマ ン型光

電 此色 計 を もちいtyrosin量 を 測定 し,こ れ

を もつ てM. P.量 とした.

Ⅲ　実 験 成 績

予備実験:　脳髄 中にあ る血清M. P.量 が本

実験に及ぼす影響 をみ るため,前 記 同様P32

を注射 した健康ダイコクネズ ミの尾静脉か ら

血液0.1ccを と り,そ の中のM. P.の 放射能

を計数 したが,注 射後10日 間は放射能 の存在

が なかつた ので,本 実験は脳血管中残存血液

に よ り何等影響を受け ない ことがわかつた.

本実験:　4組 の実験 を行 つた.

第1組 では対照群 と電撃群 との両者に就い

て遂 日的た計数値 の変動 を測定 した(1図).

第2組 も同様の実験を行つた(2図).

― ― 電 〓 群

----対 照 群

1図

2図

― ― 電 〓 群

----対 照 群

両図 とも従軸 に計数値を,横 軸 に日数を と

つた.こ れに よつてみ ると,両 図 とも対照群

では 日を遂つて計数値 の緩慢 な上昇を示 し,

注射後凡そ8日 前後で最高に達 し,次 いで再

び減少 の傾向を とる.と ころが電撃群は最初

か ら計数値 の上昇著 し く,且 つ急で ある.甚

しい場合は第1図 に示 した ように既に注射後

2日 目で異常 に高い計数値を示 した.

5日 目前後では一寸下 るが,8日 目頃まで
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には再び著 しい上 昇を示す とい う,可 成増減

の著 しいのが 目立つ.第2図 で も同様の傾向

が認められる.

第3組 の実験では,計 数値 と共にM. P.量

を測定した(3図).こ れをみ ると計 数 値は

電撃群が高 く,対 照 群に低かつたのは前の2

組の実験 と同 し結果を示す.

H. P.量 {
△ … …電 撃 群

□ …… 対照 群

計 数値{
× … 電 撃群

○ … …対 照 群

3図

一方M . P.量 は, 4日 目 まで は大 体計 数 値

に比例 して増 量す るが,こ の場合 も電撃 群 に

そ の度が 強 い.注 射後6日 目にな る と,計 数

値, M. P.量 と もに減 少 して 正常 に 近 ず く.

ここで も又 両群 の 間に あ き らか な差 異が あ り,

その度 は,計 数 で は対 照 群に 強 く, M. Pで

は電撃 群 に強 い.そ のため 計数 値 対M. P.量

の比を とる と電 撃 群 に大 とな る.こ の こ とは

即 ちM. P.のturnoverの 促進 を 示す もので

あ る.

第4組 の実 験で は 今 まで の もの と趣 を異 に

し,イ ン シュ リン衝 撃 群 の計 数値 とM. P.量

が測定 され た(4図).こ れ をみ る と計数 値

は注射後5日 目頃 までは緩慢に上昇す るが,

それ以後は下つている. M. P.量 は初 めの4

日目までは, 3組 の実験 と同 じく計数値 と共

に増 し, 7～8日 目頃 までは両者平行 し,そ れ

以 後は計数値のみ の上昇を示す.

4図

Ⅳ　 考 察

人 の血 清 か ら分離 したM. P.に は,甚 だ徴

量 なが ら燐 が 存 在 し て い る こ とか ら,脳 髄

M. P.に も燐 が 存 在す る もの と考 え て この実

験 を行 つ たが,や は り注射 したP32量 に較べ

て検 出出 来 たM. P.劃 分 の計 数値 は 甚 だ少 か

つた .

中13)はP32を 家 兎大槽 内 に 注射 し,脳 髄 中

酸 可溶 性 劃分 に移 行 したP32量 を時 間的 に観

察 して い るが,そ れ に よ る と注 射後2分 で最

高値 を 示 し, 48時 間 で 約 半分, 1週 間 で1/3

に 減少 してい る.

私 共の実 験 では む しろ これ と全 く逆 の成績

で,注 射後9日 目まで逐 日的 に 上 昇 してい る.

これが 普通 の酸 可溶 性燐 劃 分 と全 く異 つ た酸

可溶 性蛋 白即 ち, M. P.へ のP32侵 入 の 本 質

的 な能 度で あ る と思 え る.更 に吾 々は 脳髄 含

有 血液 中のM. P.に よる本 実験 へ の影響 が な

い こ とを認 め た.換 言 す る と本実 験 の結 果 は

脳髄M. P.固 有 の もの と考 え 得 る.

さて,先 づ 健 康対 照群 の実 験成 績 の検 討 か

ら始 め よ う.

第 一 に対 照 群で は計 数値 が漸 次 増加 してい

る事実 を上 げ てみ た い.こ れ は脳髄M. P.の

緩慢 な代謝 を 示す もので あ り. 8日 目以後 の

計 数値 の減 少 はP32の 尿 中排 泄若 くは他 組織

へ の沈着 に よる もので あ ろ う.か か る緩慢 な

代謝 はLeeithinに 似 てい てDawson14)等 の

所 謂 〓遅 い変 化"に 似 てい る よ うで あ るが,

健 康 対 照 群 と いつ て も,ダ イコ ク ネズ ミに

20μCの 注射 は大 量に過 ぎ,そ のた めの放 射

能 に よ る影響 も考慮 しなけ れ ば な らない.著

者 の一人 難 波は15)イ ン シュ リン衝 撃 ダイ コ ク

ネズ ミ脳髄 ポー ラ ロ グラ フ蛋 白波第2反 応 で

最 初 か らM. P.の 減 量を認 め てい る.と ころ

が4図 でみ る と, 4日 目 まで はM. P.は む し

ろ増 量 してい る.こ の事実 は,放 射能 の影響

を 考 えな くては理 解 し難 い こ とで あ る.お そ
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ら くその頃 までの計数値は脳髄M. P.に 対す

る放射能の影響を反映 してい るのだろ う.

短 時 間 の観 察 だが 上 田16)は 放射能 を有 す る

温泉 が血 中M. P.の 増 量を 来す ことを認 め,

私 共 の推定 を裏 書 してい る.更 に7日 目以後

はM. P.量 も本 来 の減 少 を示 してい るか ら,

放 射能 の影 響は こ こらで一 応 去つ た もの と考

え得 る,そ して 以後 は固 有 のturnoverが 進

行 した こ とを示 す ので あ ろ う.

以 上 の こ とか ら,本 実験 は 全 て7日 目頃 ま

では 放 射能 の影響 が加 つ て い る と考 え るべ き

だ ろ うが,そ れ に して も代謝 の 凡 その状 態 を

知 り得 る と思 う.ま た この こ とを逆 に考 え る

と,脳 髄M. P.は 放 射能 に よつ て も容 易 に影

響 され る可能 性 を示 す.

次 に電 撃 及び イン シュ リン衝 撃時 の結果 に

就 い て考 察 を加 え よ う.

図1, 2, 3, 4,を み る とあ きらか に対照 群

との間 にM. P.量 及び 計数 値 に 差異が み られ,

電 撃 群 は高 く,イ ンシュ リン群 は低 い.

先 づ電 撃 群 では 計数 値対M. P.比 が対 照群

に較 べ て高 い のが 目につ く.こ れが電 撃 に基

く固 有 の変 化で あ り,電 撃 に よ りturnover

の促進 を示 した もので あ る.そ してM. P.量

の増 加 も電撃 のた め に起 つた 変化 で あつ て,

さきに難波が報告 した電撃に よるM. P.増 加

の事実の裏附けに もな る.

インシュ リン衝撃群では,上 述の如 く,放

射能の影響で初期には一時増加す るが,対 照

に較べ る と低下 してお り, 8～9日 目にな りよ

うや く本来のM. P.減 量 を示す時期になると,

計 数値 は 上昇 し, turnoverの 促進 が み られ る

が,計 数値 対M. P.比 は電撃 よ りも高 く,盛

んなturnoverの 様 子が わ か る.し か し,未

だM. P.量,計 数値 共に 対照 に 及ば な い.イ

ン シュ リ衝撃 に よ る脳髄M. P.へ の打撃 が如

何 に 深刻 で あつ た か とい う こ とが 推 察 出来 る.

Ⅴ　 総 括

1)　 100g前 後 の健 康 ダ イ コ クネ ズ ミの 皮

下 にP32 20μCを 注射 す る と,注 射 後4日 目

頃 まで は放 射能 の影響 に よつ て脳 髄M. P.量

は増 量 し,計 数 値 は上 昇 す る.

2)　 健 康 ダ イコ ク ネズ ミでは 脳髄M. P.は

Leeithinに 似 た緩 慢 なturnoverを 示す.

3)　 電撃 痙 攣 に よつ て脳髄M. P.は 対照 以

上 のturnoverの 促 進 と増 量 を 認め る.

4)　 イ ンシュ リン衝撃 脳髄 で は, M. P.量

は減 少 す るがturnoverは9日 目頃 には最 も

促 進 してい る.
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We studied the incorporation of P32 into the mucoprotein (M. P.) in rat's brain, and

 obtained the following results

1). The M. P. content and the counts measured with Geiger Mueller's Counter increased

 under the influences of radioactivity until the fourth day after P32 injection.
2). The M. P. in healthy rat's brain showed just similar to lecithin a slow turnover.

3). In comparison with control, the M. P. content in rat's brain receiving electroshock con

vulsion gave rise to marked increase and acceleration of its turnover.

4). The M. P. content in rat's brain submitted to insulinshock treatment decreased, but

 its turnover accelerated about the ninth day.


